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1. はじめに
2011 年戸板女子短期大学は、筆者の 1 人であ
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第一帝政期（1804 年から 1815 年）、コルセット
やペティコートをはずし、ハイウエストのエンパイ
アスタイルが流行。
王政復古期（1820 年から 1850 年）、ウエストラ
インは元の位置に戻ったシルエットのロマンティッ
クスタイルが再び流行。
第二帝政期（1850 年から 1879 年）、クリノリン（注 2）
と呼ばれる軽快な下着が開発され、釣り鐘状から大
きな裾広がりのシルエットになる。
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 周りは、MARIE de TOITA の A ラインドレス
のバリエーション
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